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資料 1 鳥取県環境の保全及び創造に関す る基本条例
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附則

私 た ち 鳥取県民 は 、 名 峰大山 に連 な る 緑の 山並み と 白

砂青松の変化 に富 む 山 陰海岸 に 囲 ま れ 、 四季の彩 り 豊か

な美 し い 県土で生活 を営み 、 個 性あ る 産業や文化 を は ぐ

く んで き た 。

し か し な か ら 、 今 日 の大量生産 ･ 大量消費 ･ 大量廃棄

型の社会経済活動 の拡大 は 、 自 然の生態系や身近 な生活

環境へ大 き な 影響 を 及ぼ し 、 人類の生存基盤であ る 地球

環境 を損な う ま で に な っ て い る 。

すべて の県民は 、 健全で恵み豊か な環境の 中 で健康で

文化的 な生活 を 営 む権利 を 有す る と と も に 、 こ の環境 を

保全 し 、 よ り 快適 な環境 を 創造 し な か ら 、 将来の世代 に

継承 し て い く 責務 を有 し てい る 。

こ の た め 、 私 た ち 鳥取県民 は 、 人 間 の営みであ る 社会

経済活動 か環境 に様 々 な 影響 を 与 え て い る こ と を 認識

し 、 地方公共団体 ･ 事業者 ･ 県民が一体 と な っ て 、 鳥取

県の環境 を 保全 し 、 よ り 快適 な環境 を 創造 し て い く こ と

に積極的 に取 り 組 ま な ければな ら な い 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 現在及び将来の鳥取県民が 健全

で恵み豊か な環境の恵沢 を享受 し 、 健康で文化的 な生活

を営 む こ と かで き る よ う 、 人 と 自 然が共生す る 鳥取県 を

目 指 し て 、 県民生活の基盤 と な る よ り 良い環境 を 保全 し 、

創造す る と と も に 、 将来の世代へ継承す る こ と を 決意 し

て 、 こ の条例 を制定す る 。

第一章 総則

( 目 的)
第一条 こ の条例 は 、 環境の保全及び快適な環境の創造

(以下 ｢環境の保全及び創造｣ と い う 。 ) に つ いて基

本理念 を定め 、 並びに県 、 市町村 、 事業者及び県民の

責務 を 明 ら か にす る と と も に 、 環境の保全及び創造 に

関す る 施策の基本 と な る 事項を定め る こ と に よ り 、 環

境の保全及び創造に 関す る 施策 を総合的かつ計画的 に

推進 し 、 も っ て現在及び将来の県民の健康で文化的 な

生活の確保に寄与す る と と も に 人類の福祉に貢献す る

こ と を 目 的 と す る 。

(定義)
第二条 こ の条例 に お い て ｢環境への負荷｣ と は 、 人の

活動 に よ り 環境に加え ら れ る 影響であ っ て 、 環境の保

全上の支障の原 因 と な る お それのあ る も の を い う 。
2 こ の条例 にお い て ｢地球環境保全｣ と は 、 人の活動

に よ る 地球全体の温暖化又は オ ソ ン 層 の破壊の進行 、

海洋の汚染 、 野生生物の種の減少その他の地球の全体

又は その広範な部分の環境本影響 を 及ぼす事態 に係 る

環境の保全であ っ て 人類の福祉に貢献す る と と も に

県民の健康で文化的 な生活の確保本寄与す る も の を い
つ

3 こ の条例 にお いて ｢公害｣ と は 、 環境の保全上の支障

の う ち 、 事業活動そ の他の 人の活動 に伴 っ て生する 相当

範囲 に わ た る 大気の汚染 、 水質の汚濁 (水質以外の水の

状態又は水底の底質が悪化す る こ と を 含む 。 ) 、 土壌の汚

染 、 騒音 、 振動 、 地盤の沈下 (鉱物の掘採の た め の土地

の掘削 に よ る も の を 除 く 。 ) 及 び悪臭 に よ っ て 、 人の健

康又は生活環境 ( 人の生活に密接な 関係の あ る 財産並び

に 人の生活に密接な関係のあ る 動植物及びその生育環境

を含む 。 以下同 じ 。 ) に係 る 被害が生す る こ と を い う 。

(基本理念)
第三条 環境の保全及び創造は 、 県民か健全で恵み豊かな

環境の恵沢を享受す る と と も に 、 こ の環境 を将来の世代

に継承 し て い く こ と を 目 的 と し て行わ な ければな ら な い

2 環境の保全及び創造は 、 人 と 自 然 乙 か共生 し 、 持続的

な発展が可能な社会か実現 さ れ る よ う に 、 環境 を保全す

る 行動及び よ り 快適な環境を 創造す る行動がすへて の者

の公平な役割分担の下 に 自 主的かつ積極的 に行わ な けれ

ばな ら な い 。

3 地球環境保全は 、 地域に お け る 事業活動及び 日 常生活

が地球環境に影響 を 及ぼ し て い る こ と にかんかみ 、 すへ

て の者の事業活動及び 日 常生活に お け る 着実な取組 と 国

際協力 に よ り 積極的 に推進 さ れな ければな ら な い 。

(県の責務)
第四条 県は 、 前条 に定め る 環境の保全及び創造につ い て

の基本理念 (以下 ｢基本理念｣ と い う 。 ) に の っ と り 、

環境の保全及び創造 に 関 し 、 次 に掲げる事項 を確保す る

た め の基本的かつ総合的 な施策 を 策定 し 、 及び実施す る

責務 を 有す る 。

一 人の健康が保護 さ れ 、 及 び生活環境が保全 さ れ 、 並

びに 自 然環境が適正に保全 さ れ る よ う 、 大気 、 水 、 土

壌その他の環境の 自 然的構成要素が良好な状態 に保持

さ れ る こ と 。

二 森林 、 農地 、 水辺地等 にお け る 多様な 自 然環境か地

域の 自 然的社会的条件に応 じ て体系的 に保全 さ れ る こ

と 。

三 野生生物の種の保存及び多様な生態系の保護が図 ら
れ る こ と 。

四 人 と 自 然 と の豊かな触れ合いか保たれ る と と も に 、

地域の歴史的文化的特性 を 生か し た 快適 な環境が創造

さ れ る こ と 。

五 地域の優れた景観か保持 さ れ 、 及び形成 さ れ る こ と

六 資源の循環的利用 、 エ ネ ル ギ ー の有効利用並びに廃

棄物の減量化及び適正処理か促進 さ れ る こ と 。

七 地球環境保全への取組が推進 さ れ る こ と 。

八 その他環境の保全及び創造に 関 し知事が必要 と 認め

る事項

2 県は 、 環境の保全及び創造 を 図 る 上で 、 地域住民に最

も かかわ り の あ る 市町村の果たす役割の重要 I生 に かんか

み 、 市町村が行 う 環境の保全及び創造の た め の施策 につ

いて 、 助言 、 情報の提供その他の支援を行 う よ う 仏努め

る も の と す る 。

(市町村の責務)

第五条 市町村は 、 基本理念に の っ と り 、 環境の保全及び

創造 に 関 し 、 県の施策 と 相 ま っ て 、 そ の市町村の 区域の

自 然的社会的条件 に応 じ た施策 を 策定 し 、 及 び実施す る

責務 を 有す る 。
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(事業者の責務)
第六条 事業者は 、 基本理念 にの っ と り 、 そ の事業活動

を行 う に 当 た っ て は 、 こ れ に伴 っ て生ずる 公害 を 防止

し 、 又 は 自 然環境 を 適正に保全す る ため に必要な措置

を 講ずる 責務 を 有す る 。

2 事業者は 、 基本理念 トの っ と り 、 環境の保全上の支

障 を 防止す る た め 、 そ の事業活動 を行 う に 当 た っ て 、

製品その他の物か廃棄物 と な っ た場合に その適正な処

理が図 ら れる こ と と な る よ う に必要な措置 を 講ずる 責

務を有す る 。

3 前二項に定め る も の の ほか 、 事業者は 、 基本理念 に

の っ と り 、 環境の保全上の支障 を 防止す る ため 、 そ の

事業活動 を行 う に 当 た っ て 、 製品そ の他の物か使用 さ

れ 、 又は廃棄 さ れ る こ と に よ る 環境への負荷の低減に

に資す る よ う に努め る と と も に 、 再生資源その他の環

境への負荷の低減に資す る 原材料、 役務等 を利用す る

よ う に努め な ければな ら な い 。

4 南三項に定め る も の の ほか 、 事業者は 、 基本理念 に

の っ と り 、 そ の事業活動に 関 し 、 環境の保全及 び創造

に 自 ら努め る と と も に 、 県又 は市町村か実施す る環境

の保全及び創造に 関す る 施策 に協力す る 責務 を 有す る

(県民の責務)
第七条 県民は 、 基本理念にの っ と り 、 環境の保全上の

支障 を 防止す る ため 、 その 日 常生活に伴 う 環境への負

荷の低減に努め な ければな ら な い 。

2 前項に定め る も ののほか 県民は 、 基本理念 る、 の っ

と り 、 環境の保全及び創造 に 自 ら努め る と と も ト県又

は市町村か実施す る 環境の保全及び創造に関す る 施策

に協力す る 責務 を有す る 。

(環境白書の作成)
第八条 知事は 、 毎年 、 環境の状況並びに環境の保全及

び創造に関 し て 講 じ た施策及び講 じ よ う と す る 施策 を

明 ら かに し た環境白書を作成 し 、 こ れ を 県議会に報告

し な ければな ら な い 。

2 知事は 、 前項の環境白書を 、 毎年 、 公表 し な ければ

な ら な い 。

第二章 環境の保全及び創造に関する基本的施策

(環境基本計画の策定)

第九条 知事は 、 環境の保全及び創造に関す る施策の縫

合的かつ 。十面的 な推進 を 図 る た めの基本的 な 。十面 (以

下 ｢環境基本 。十画｣ と い う 。 ) を 定め な ければな ら な

　 　 　

2 環境基本計画 は 、 次 に掲げる 事項 も 、 つ い て定め る も

の と す る 。

一 環境の保全及び創造 に 関す る 目 標

二 環境の保全及び創造に 関す る 施策の方向

三 前二号に掲げる も の の ほか 、 環境の保全及び創造

に 関す る 施策 を総合的かつ 。十画的 な推進す る ため る ‐

必要 な事項

3 知事は 、 環境基本。十面 を定め る に 当 た っ て は 、 あ ら

か じ め 、 鳥取県環境審議会の意見 を聴かな ければな ら

な し ＼ 。

4 知事は 、 環境基本 。十面 を定め た と き は 、 遅滞 な く 、

と れ を公表 し な ければな ら な い 。

5 前二項の規定は 、 環境基本計画の変更につ いて隼用

す る 。

(県の施策の策定等に当たっ ての配慮)

第十条 県は 、 環境に影響 を 及ほす と 認め ら れ る 施策 を

策定 し 、 及 び実施す る る 、 当 た っ て は 、 環境の保全及 び

創造につ い て配慮 し な ければな ら な い 。

(環境影響評価の推進)
第十一条 県は 、 土地の形状の変更 、 工作物の新設その他

こ れ ら に類す る事業 を行 う 事業者が 、 そ の事業の実施ト

当 た り あ ら か じ めそ の事業 に係 る 環境への影響につ いて

自 ら 適正に調査 、 予測及び 。平価 を行い その結果に基つ

き 、 そ の事業 に係 る 環境の保全につ いて適正 に配慮す る

こ と を推進す る た め 、 必要 な措置 を 議す る も の と す る 。

(規制の措置)
第十二条 県は 、 公害の原 因 と な る 行為及び自 然環境の適

正な保全に支障 を 及はすお それがあ る行為 に関 し 、 必要

な規制の措置 を 講 じ な ければな ら な い 。

2 前項に定め る も のの ほ か 、 県は 、 環境の保全上の支障

を 防止す る ため 、 必要な規制の措置 を 講す る よ う に努め

る も の と す る 。

(誘導的措置)
第十三条 県は 、 環境の保全上の支障 を 防止す る ため 、 事

業者又は県民が 自 ら の行為 に係る 環境への負荷の低減の

た め の施。愛の整備その他の適切 な措置を と る よ う に誘導を
す る こ と に努め る も の と す る 。

(環境の保全に関する施設の整備その他の事業の推進) “
第十四条 県は 、 緩衝地帯その他の環境の保全の ための公

共的施 。受の整備及び河川 、 湖沼の水質の浄化そ の他の環

境の保全ため の事業 を推進す る た め 、 必要 な措置 を 講ず

る も の と す る 。

2 県は 、 下水道 、 廃棄物の公共的 な処理施設そ の他の環

境の保全に資す る 公共的施設の整備及び森林の整備その

他の環境の保全に 資す る事業 を推進す る ため 、 必要な措

置 を講する も の と す る 。

(人 と 自然 と が触れ合う快適な環境の創造)
第十五条 県は 、 人 と 自 然 と か触れ合 う 快適な環境 を 創造

す る た め 、 公園 、 緑地その他の公共的施設の整備その他

の 自 然環境の適正な整備及び健全な利用 の た め の事業の

推進 に必要な措置 を 講ずる も の と す る 。

(地域の特性を生か した快適な環境の創造)
第十六条 県は 、 前条 に規定す る も のの ほか 優れえ景観、

水 と 緑に親 し む こ と がで き る 生活空間 、 歴史的文化的資

源 を 活用 し た環境そ の他の地域の特 i生 を 生か し た 快適な

環境 を創造す る え め 、 必要な措置 を 講す る よ う に努め る

も の と す る 。

(資源の循環的利用等)
第十七条 県は 、 環境への負荷の低減を 図 る た め 、 事業者

及び県民に よ る 資源の循環的 な利用 及びエ ネ ルギー の有

効利用か促進 さ れ る よ う に必要な措置 を 薫ず る も の と す

る 。 ‘

2 県は 、 環境への負荷の低減を 図 る ため 、 県の施設の建

設及び維持管理その他の事業の実施ト当 た り 、 資源の循

環的利用 及びエネ ル ギー の有効利用 仏努め る も の と す る

(廃棄物対策の促進)
第十八条 県は 、 環境への負荷の低減 を 図 る た め 、 県 、 市

町村 、 事業者及び県民か協力 し て廃棄物の減量化及び適

正 な処理か促進 さ れ る よ う に 必要な措置 を 講する も の と

す る 。

(環境教育及び環境学習の推進等)
第十九条 県は 、 環境の保全及び創造 ↓ - 閉す る 教育及び学

習 の推進並び に広報活動の充実本 よ り 事業者及び県民が

環境の保全及び創造本つ い て の理解 を 深め る と と も ト こ

れ ら の者の環境の保全及び創造 に関す る 活動の意欲を高

め る よ う に す る え め 、 必要 な措置 を 講す る も の と す る 。
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(民間団体等の 自主的活動の促進)
第二十条 県は 、 事業者 、 県民又は こ れ ら の者の組織す

る 民間の団体 (以下 ｢民間団体｣ と い う 。 ) か 自 発的 に

行 う 緑化活動 、 再資源 に係 る 回収活動その他の環境の

保全及び創造に 関す る 活動か促進 さ れ る よ う に必要な

措置 を 講ずる も の と す る 。

(情報の提供)

第二十一条 県は 、 第十九条の環境教育及び環境学習 の

推進並び に前条の民間団体等の 自 発的 に行 う 環境の保

全及び創造に 関す る 活動の促進 に資す る ため 、 個人及

び法人の権利利益の保護 に配慮 しつつ環境の保全及び

創造 に関す る 必要な 情報を適切 に提供す る よ う に努め

る も の と す る 。

(調査研究の実施)

第二十二条 県は 、 環境の保全及び創造に 関す る 施策 を

適正 に実施す る ため 、 公害の防止 、 自 然環境の適正な

保全、 地球環境保全その他の環境の保全及び創造に 関

す る事項につ いて 、 情報の収集 に努め る と と も に 、 科

学的 な 調査及び研究の実施並びに技術の 開発及びそ の

成果の普及に努め る も の と す る 。

(監視等の体制の整備)

第二十三条 県は 、 環境の状況を 的確に把握 し 、 及び環

境の保全及び創造に関す る 施策 を適正 に実施す る た め

に必要な監視、 巡視 、 測定等の体制の整備 に努め る も

の と す る 。

(推進体制の整備)
第二十四条 県は 、 市町村 、 事業者及び県民 と 連携 し 、

環境の保全及び創造 に 関す る 施策 を積極的 に推進す る

た め の体制の整備 に努め る も の と す る 。

(国等 と の協力)
第二十五条 県は 、 環境の保全及び創造 を 図 る た め 、 広

域的 な取組を必要 と す る 施策 につ い て 、 国及び他の地

方公共団体 (以下 ｢国等｣ と い う 。 ) と 協力 し て 、 そ の

推進 に努め る も の と す る 。

第三章 地球環境保全への取組

(地球環境保全への取組)
第二十六条 県は 、 県 、 市町村 、 事業者及び県民かそれ

ぞれの役割 に応 じ て地球環境保全に資す る よ う 行動す

る た め の指針 を定め 、 そ の普及及び啓発に努め る と と

も に 、 こ れ に基つ く 行動 を推進す る も の と す る 。

2 県 は 、 国等及びその他の関係機関 と 連携 し 、 地球環

境保全に関す る 調査及び研究 、 情報の提供 、 技術の 活

用等 に よ り 、 地球環境保全本 関す る 国際協力 の推進 に

努め る も の と す る 。

第四章 鳥取県環境審議会

(所掌事務)

第二十七条 鳥取県環境審議会 (以下 ｢審議会｣ と い う 。 )

は 、 次 に掲げる事務 を つか さ と る 。

一 環境基本計画 に 関 し 、 第九条第三項に規定す る 事

項 を処理す る こ と 。

二 知事の 。谷間 に応 し 、 環境の保全及び創造 に 関す る

基本的事項及び重要事項 を p周査審議す る こ と 。

三 前二号 に掲げる も の の ほか 、 法令の規定 ト よ り そ

の権限に属 さ せ ら れた事務

　　　
第二十八条 審議会は 、 委員二十二人以内で組織す る 。

2 委員 は 、 次 に掲げる 者の う ち か ら 、 知事か任命す る 。

- 県議会議員

二 学識経験者

三 関係行政機関の職員

3 前項第三号に掲げ る 者の う ち か ら 任命 さ れ る 委員 に は

、 県の区域を管轄区域 と す る 地方農政局 、 通商産業局及

び地方建設局その他必要 と 認め ら れ る 国の地方行政機関

の長又は こ れ ら の者の指名す る 職員 を 含 ま な ければな ら

な し ＼ 。

(任期)
第二十九条 委員 の任期 は二年 と す る 。 た た し 、 補欠の委

の任期 は前任者の残任期 間 と す る 。

2 委員 は 、 再任 さ れ る こ と かで き る 。

(特別委員)
第三十条 審議会 に 、 特別 の事項 を 調査審議 さ せ る ため 、

必要に応 じ特別委員 を置 く こ と かで き る 。

2 特別委員 は 、 学識経験者の う ち か ら 、 知事か任命す る 。

3 特別委員 は 、 当 該特別の事項に 関す る 調査審議が終了

し た と き は 、 解任 さ れ る も の と す る 。

(会長及び囲u会長)

第三十一条 審議会 に 、 会長及び副会長そ れそ れ一人 を置

き 、 委員 の互選に よ り こ れ を定め る 。

2 会長は 、 会務 を経理す る 。

3 副会長は 、 会長 を補佐 し 、 会長 に事故かあ る と き 、 又

は会長が欠け た と き は 、 そ の職務 を代理す る 。

(会議)
第三十二条 審議会の会議は 、 会長か召集 し 、 会長が議長

と な る 。

2 審議会は 、 在任委員及び議事に 関係の あ る 特別委員 の

半数以上が出席 し な ければ、 会議 を 開 く こ と がで き な い

3 会議の議事は 、 出 席 し え委員及び議事に 関係のあ る 特

別委員 の過半数で決 し 、 可否同数の と き は 、 議長の決す

る と こ ろ に よ る 。

(部会)
第三十三条 審議会は 、 そ の定め る と こ ろ に よ り 部会 を

置 く こ と かで き る 。

2 部会 ト属すべ き 委員 及び特別委員 は 、 会長か指名す る

3 前二条の規定は 、 部会の運営 につ い て隼用す る 。

(幹事)
第三十四条 審議会 に 、 幹事 を置 く 。

2 幹事は 、 県の職員 の う ち か ら 、 知事が任命す る 。

3 幹事は 、 会長の命 を受け 、 審議会の所掌事務 本つ いて

委員 を 補佐す る 。

4 幹事は 、 審議会又は部会の会議 に 出席 し 、 意見 を述べ

る こ と かで き る 。

(庶務)

第三十五条 審議会の庶務は 、 生活環境部 に お い て処理す

る 。

(雑則 )

第三十六条 こ の条例 本定め る も の の ほか 審議会の運営

に 関 し必要な事項は 、 審議会か定め る 。

附 則

(施行期 日 )

こ の条例 は 、 公布の 日 か ら 施行す る 。

以下省略
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資料 2 市町村の環境保全行政機構

市 町 村 名 環境保全行政担当部 ･ 。果(室)名 環 境 審 議 会 。没 置 電 。古 番 号 ( 代 表 )

鳥 取 市

米 子 市

倉 吉 市

境 港 市

国 府 町

岩 美 町

福 部 村

郡 家 町

船 岡 町

河 原 町

八 東 町

若 桜 町

用 瀬 町

佐 治 村

智 頭 町

気 高 町

鹿 野 町

青 谷 町

羽 人 町

泊 村

東 郷 町

三 朝 町

関 金 町

北 条 町

大 栄 町

東 伯 町

赤 碕 町

西 伯 町

会 見 町

岸 本 町

日 吉 津 村

徒 止 町

大 山 町

名 和 町

中 山 町

日 南 町
日 野 町

江 府 町

溝 口 町

生 活 環 境 部 環 境 。果

市 民 環 境 部 環 境 。果

生 活 環 境 部 環 境 。果

産 業 環 境 部 環 境 防 災 。果

町 民 , 。果

生 活 環 境 。果

福 祉 保 健 。果

福 祉 。果

町 民 。果

健 康 対 策 。果

ふ れ あ い 。果

町 民 福 祉 。果

住 民 福 祉 。果

民 生 。果

福 祉 課

町 民 福 祉 。果

町 民 課

環 境 対 策 室

町 民 。果

生 活 ふ れ あ い 。果

町 民 。果

町 民 課

町 民 。果

町 民 。果

保 健 。果

町 民 生 活 。果

町 民 。果

町 民 生 活 課

福 祉 保 健 。果

福 祉 保 健 。果

住 民 。果

町 民 生 活 。果

企 画 。果

地 域 整 備 。果

福 祉 保 健 。果

住 民 課

地 域 整 備 。果

建 設 環 境 。果

環 境 整 備 。果

○昭和 47 ‐ 1 0 ‐ 1 3

0平成 6 . 8 . 1 1

0 6 . 8 . 1

0 6 . 9 . 30

0 3 . 7 . 4

○平成 6 . 4 . 1

○ ク 6 . 12 . 22

0 “ 6 . 1 0 . 1

0 7 . 7 . 1 1

○平成 8 . 9 . 2 6

0 “ 6 . 7 . 1

○平成 4 . 5 . 20

0 “ 6 . 1 1 . 1 1

0 “ 7 . 7 . 1

0 “ 6 . 9 . 30

0 “ 6 . 10 . 1

0 “ 6 . 1 0 . 1

○ “ 6 . 1 0 . 1

0 “ 6 . 10 . 1

0 “ 6 . 1 0 . 1

○ ク 6 . 1 0 . 3

○昭和 48 ‐ 3 ‐ 24

0平成 3 . 3 . 2 9

0平成 7 . 3 . 2 8

0昭和 47 7 1

0 “ 48 . 4 . 1

0平成 7 . 4 . 1

( o85 7 ) 22 8 11 1

( o859 ) 22 7 1 1 1

( o85 8 ) 22 8 111

( o859 ) 44 2 1 1 1

( o85 7 ) 39 05 5 7

( o85 7 ) 7 3 1 4 1 1

( o857 ) 75 2 1 1 1

( o858 ) 76 0205

( o858 ) 72 0044

( o858 ) 76 3 1 1 1

( o858 ) 84 1220

( o85 8 ) 82 22 32

( o858 ) 87 2 1 1 1

( o858 ) 88 02 11

( o85 8 ) 75 4 1 1 9

( o85 7 ) 82 00 1 1

( o85 7 ) 84 20 14

( o85 7 ) 85 00 1 1

( o858 ) 3 5 3 1 11

( o85 8 ) 34 3 1 1 6

( o858 ) 32 11 1 1

( o85 8 ) 43 1 111

( o858 ) 45 2 1 1 1

( o858 ) 36 3 1 11

( o85 8 ) 3 7 3 11 1

( o 858 ) 52 2 1 1 1

( o858 ) 55 0 1 1 1

( o85 9 ) 66 3 1 1 1

( o 859 ) 64 22 1 1

( o859 ) 68 3 1 1 1

( o85 9 ) 2 7 02 1 1

( o859 ) 56 3 1 1 1

( o859 ) 5 3 33 1 1

( o859 ) 54 3 1 11

( o 858 ) 58 6 1 1 1

( o85 9 ) 82 1 1 1 1

( o859 ) 72 2 1 0 1

( o 859 ) 75 22 1 1

( o85 9 ) 62 07 1 1
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資料3 市町村の環境条例等制定状況

環境基本条例

条 例 公 布 日 施 行 日

境 港 市 環 境 基 本 条 例 1 0 . 6 1 9 1 0 . 6 1 9

市町村版ローカルアジェンダ等

市町村名 . 名 称 策定時期

鳥 取 市

鳥 取 市

西 伯 町

米 子 市

ロ ー カ ル ア ジ ェ ン ダ

率先行動計画

率先行動計画

ロ ー カ ル ア ジ ェ ン ダ

H 1 0 . 3

H 1 0 . 1 1

H 1 1 . 3

H 1 1 1 1

その他環境関係条例

条 例 公 布 日 施 行 日

鳥 取 市 自 然 保 護 お よ び 環 境 保 全 条 例

米 子 市 環 境 保 全 条 例

倉 吉 市 公 笙 防 止 条 例

境 港 市 公 生 防 止 条 例

大 栄 町 環 境 保 全 条 例

大 山 町 環 境 保 全 条 例

赤 碕 町 環 境 保 全 条 例

東 伯 町 環 境 保 全 条 例

三 朝 町 環 境 保 全 条 例

西 伯 町 環 境 保 全 条 例

日 吉 津 村 環 境 保 全 関 す る 条 例

岩 美 町 水 道 水 源 保 護 条 例

淀 江 町 公 宝 防 止 条 例

国 府 町 環 境 保 全 条 例

中 山 町 環 境 保 全 条 例

青 谷 町 環 境 保 全 条 例

会 見 町 公 宝 防 止 条 例

関 金 町 環 境 保 全 条 例

羽 合 町 環 境 保 全 条 例

東 郷 町 環 境 保 全 条 例

名 和 町 環 境 保 全 条 例

日 南 町 廃棄物 の 処理 及 び清掃 に 関 す る 条例

北条町廃棄物の減量及び適正処理に 関す る 条例
境 港 市 飼 い 犬 ふ ん 害 等 防 止 条 例

S 47 . 1 0 . 1 3

47 . 6 . 28

48 . 9 . 1 3

48 . 1 2 . 24

48 . 1 2 . 1 4

48 。 7 . 2

49 . 3 . 30

54 . 1 0 , 1

54 . 3 . 27

49 . 3 . 23

60 . 1 1 . 1 5

日 2 1 3 ･ 30

2 . 7 . 26

3 . 3 . 30

4 . 3 , 24

4 . 5 . 1 8

4 . 1 0 . 1

6 . 1 0 . 1

6 . 1 0 . 1

6 . 9 . 30

7 . 3 . 22

8 . 3 . 27

9 . 3 . 25

9 . 1 2 . 1 9

4 7 . 1 0 . 1 3

47 . 7 . 1

49 . 1 . 1

4 9 . 6 . 1

49 . 1 1

48 . 7 . 2

49 . 3 . 30

54 . 1 0 . 1

54 . 9 . 27

49 . 3 。 23

60 . 1 1 1 6

H 2 . 3 . 30

2 . 7 . 26

‘ 3 . 4 . 1

4 . 3 . 24

4 . 5 . 20

5 . 4 。 1

6 . 1 0 . 1

6 . 1 0 . 1

6 . 1 0 . 1

7 . 4 . 1

8 . 4 . 1

9 . 4 . 1

9 . 1 2 。 1 9
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資料 4 環境基準

1 . 水質汚濁に係る環境基準

(1)人の健康の保養 に 関す る 環境基準 (mg/ 1 )
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･･亀‘‐････‘‐-‘′‐-‘℃

‘t.･‘-‘‐‐‐･･.･･.･

項 目 基 準 値 項 目 基 準 値

カ ド ミ ウ ム

全シ ア ン

鉛

六価 ク ロ ム

砒素

総水銀

ア ルキ ル水銀

P C B

ジ ク ロ ロ メ タ ン

四塩化炭素

1 , 2 ジ ク ロ ロ エ タ ン

1 , 1 ジ ク ロ ロ エチ レ ン

シ ス 1 ,2 ジ ク ロ ロ エチ レ ン

0 . 0 1 以下

検出 さ れな い こ と

0 . 0 1 以下

0 . 0 5 以下

0 . 0 1 以下

0 . 0005 以下

検出 さ れな い こ と

検出 さ れな い こ と

0 . 02 以下

0 . 002 以下

0 004 以下

0 . 02 以下

0 . 04 以下

1 , 1 , 1 ト リ ク ロ ロ エ タ ン

1 , 1 , 2 ト リ ク ロ ロ エ タ ン
ト リ ク ロ ロ エチ レ ン

プ ト フ ク ロ ロ エチ レ ン

1 , 3 ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン
チ ウ フ ム

シ マ ジ ン

チ オベ ン カ ル ブ

ベ ン ゼ ン

セ レ ン

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

ふ っ 素

ほ う 素

1 以下

0 . 006 以下

0 . 03 以下

0 . 0 1 以下

0 . 002 以下

0 . 006 以下

0 . 00 3 以下

0 . 02 以下

0 . 0 1 以下

o . o 1 以下 ふ

10 以下

0 . 8 以下

1 以下

備考 1 基隼値は年間平均値 と す る 。 え え し 、 全 ノ ア ン 仏係る 基隼値 &し つ い て は 、 最高値 と す る 。

2 . ｢検出 さ れ な い こ と ｣ と は 、 別 仏示 さ れ え測定方法 も｣ よ り 測定 し え場合 ↓ ‐ お い て 、 そ の結果か当 該方法の定量限界

を 下回 る こ と を い う 。

(2 )生活環境の保全に関す る 環境基準

①河 川

這風攣 利用 目 的の適応 性

基 準 値

水素 イ オ ン

濃 度

( p H )

生物化学的

酸素要求量

( B O D )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( D O )
大腸菌群数

A A
水道 1 級 ･ 自 然環境保全及 び

A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8 . 5 以下

1 mg/1
以下

25mgノ ー
以下

7 . 5mgノ ー
以上

50MPN

/ l o o ml 以下

A
水道 2 級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及

び B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8 . 5 以下

2 mg/ 1
以下

25mg/ 1
以下

ヲ . 5mg/ 1
以上

1 , 00OMPN

/ l o o ml 以下

B
水 道 3 級 水 産 2 級 及 び

C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8 . 5 以下

3 mg/ l
以下

25mg/ l
以下

5mg/ 1
以上

5 , 00OMPN

/ l o o m 以下

※ 類型指定

螢 千代川上流 (有富川合流) 、 天神川上流 (小鴨川合流 ) 、 日 野川上流 ( 日 野橋 )
A 千代川下流 、 天神川下流 、 日 野川下流 ( 各河川 と も AA の水域 よ り 下流 )

備考 1 自 然環境保全 自 然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 ろ 過等 ↓ 、 よ る 簡易 な 浄水操作 を 行 う も の

3 水 道 2 級 沈殿 ろ 過等 G よ る 通常の浄水操作 を 行 う も の

4 水 産 1 級 ヤ マ メ 、 イ ワ ナ等賃席水 性水域の水産生物並ひ る ‐ そ れ以下の級 “ 属す る 水産生物用
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②湖 沼 (天然湖沼及び貯水量 1 , 000 万立方 メ ー ト ル以上の人工湖 )

頭\訃 利用 目 的の適応性

基 準 値

水素 イ オ ン

濃 度

( p H )

化 学 的

酸素要求量

( C O D )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( D O )
大腸菌群類

A A
水道 1 級 ･ 水産 1 級自 然環境保全

及 び A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

86 以下

1 mg/1
以下

1 mg/ l
以下

7 . 5mgノ ー
以上

50MPN

/ l o o ml 以下

A
水道 2 、 3 級 ･ 水産 2 級 ･ 水浴及

び B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 , 5 以上

8 . 5 以下

3 mg/ 1
以下

5mg/ 1
以下

7 . 5mg/ l
以上

1 , 00OMPN

/ l o o ml 以下

B
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農 業 .

用 水 及 び C の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8 . 5 以下

5 mg/ 1
以下

1 5mg/ l
以下

5mg/ l
以上

(全窒素 ･ 全 り ん )

＼ 利用 目 的の適応性
基 準 値

達 成 期 間
全窒素 全 り ん

m 類型
水道 3 級 (特殊な も の ) 及び

類型N以下の欄 に掲げる も の

0 . 4mg/ 1
以下

0 . 03mg/ 1
以下

段階的 に暫定 目 標 を 達成 し つ つ環境基

隼の可及的すみやか な達成 に努め る

※ 類型指定
A 湖山池 、 東郷池 、 中海及び境水道
m 湖 山池 、 中海及び境水道

備考 水 産 1 級 ヒ メ マ ス 等賃采養湖型の水域の水産生物正ひ る‐ そ れ以下の等級の水産生物

水 道 2 3 級 沈殿 ろ 過等 し よ る 通常の浄水操作 、 又 は 、 前処理等 を伴 う 高度の浄水操作を 行 う も の

③海 域

頃ゞ訃 利用 目 的の適応性

基 準 値

水素 イ オ ン

濃 度

( p H )

化 学 的

酸素要求量

( C O D )

溶存酸素量

( D O )
大腸菌群数 油 分 等

A
水産 1 級 ･ 水浴 自 然環境保全

及 び B 以下 の欄 に掲 げ る も の

7 . 8 以上

8 . 3 以下

2 mg/ 1
以下

7 . 5mgノ ー
以上

50MPN

/ l o o ml 以下

検出 さ れ

な い こ と

B
水 産 2 級 ･ 工 業 用 水 及 び

C の 欄 に 掲 げ る も の

7 . 8 以上

8 . 3 以下

3 mg/ l
以下

7 . 5mg/ 1
以上

1 , 00OMPN
/ l o o ml 以下

検出 さ れ

な い こ と

C
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業

用 水 及 び C の 欄 に 掲 げ る も の

7 . 0 以上

8 . 3 以下

8 mg/ 1
以下

5mg/ 1
以上

5 , 00OMPN
/ l o o ml 以下

※ 類型指定

美保湾の う ち 、 境港外港湾計画水域は B 類型 、 そ の他の水域は A類型

備考 水産 1 級 マ タ イ 、 フ 人 ワ カ メ 等の水産生物用及 び水産 2 級の水産生物用

水産 2 級 ホ フ 、 ノ ノ 等の水産生物用
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2 . 地下水の水質汚濁に係る環境基準

(mg/ 1 )

項 目 基 準 値 項 目 基 準 値

カ ド ミ ウ ム

全シ ア ン

鉛

六価 ク ロ ム

砒素

総水銀

ア ルキ ル水銀

P C B

ジ ク ロ ロ メ タ ン

四塩化炭素

1 ,2 ジ ク ロ ロ エ タ ン

1 , 1 ジ ク ロ ロ エチ レ ン

シ ス 1 , 2 ジ ク ロ ロ エチ レ ン

0 . 0 1 以下

検出 さ れな い こ と

0 . 0 1 以下

0 . 05 以下

0 .0 1 以下

0 . 0005 以下

検出 さ れな い こ と

検出 さ れな い こ と

0 . 02 以下

0 . 002 以下

0 . 004 以下

0 . 02 以下

0 . 04 以下

1 , 1 , 1 ト リ ク ロ ロ エ タ ン

1 , 1 , 2 ト リ ク ロ ロ エ タ ン
ト リ ク ロ ロ エチ レ ン

プ ト フ ク ロ ロ エチ レ ン

1 , 3 ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン
チ ウ フ ム

シ マ ジ ン

チ オベ ン カ ル ブ

ベ ン ゼ ン

セ レ ン

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

ふ っ 素

ほ う 素

1 以下

0 .006 以下

0 . 03 以下

0 . 0 1 以下

0 . 002 以下

0 . 006 以下

0 . 00 3 以下

0 . 02 以下

0 . 0 1 以下

0 . 0 1 以下

1 0 以下

0 . 8 以下

1 以下

備考 1 基準値は年間平均値 と す る 。 え た し 、 全 ノ ア ノ ト係 る 基準値 ↓ ‐ つ い て は 、 最高値 と す る 。

2 . ｢検出 さ れな い こ と ｣ と は 、 g u 本示 さ れた測定方法 も ｣ よ り 測定 し え場合本お いて 、 そ の結果か当 該方法の定量限界

を 下回 る こ と を い う 。

3 大気汚染に係る環境基準
(環境基準)

物 質 環 境 上 の 条 件

二酸化いお う ※
1 時間値の 1 日 平均値が 0 . 04ppm 以下であ り 、 かつ 1 時間値が

0 . 1ppm 以下であ る こ と 。

一酸化炭素 X
1 時間値の 1 日 平均値が 1oppm 以下であ り 、 かつ 、 1 時間値の

8 時間平均値が 20ppm 以下であ る こ と 。

浮遊粒子状物質 ※
1 時間値の 1 日 平均値が 0 . 1 omg/m 3 以下であ り 、 かつ 、 1 時 間

値が o . 20mg/m 3 以下であ る こ と 。

光化学オ キ シ ダ ン ト 1 時間値が 0 . 06ppm 以下であ る こ と 。

二酸化窒素 ※ ※
1 時間値の 1 日 平均値が 0 . 04ppm か ら 0 . 06ppm ま での ゾー ン 内
又はそれ以下であ る こ と 。

ベ ン セ ン ※ ※ 1 年平均値か 0 . 003mg/m 3 以下であ る こ と 。

ト リ ク ロ ロ エチ レ ン ※ ※ 1 年平均値が 0 . 2mg/m 3 以下であ る こ と 。

ブ ト ラ ク ロ ロ エチ レ ン ※ ※ 1 年平均値が 0 . 2mg/m 3 以下であ る こ と 。

備考 1 浮遊粒子状物質 と は 、 大気中 - - 仔遊す る 粒子状物質であ っ て 、 そ の粒径か 10 ミ ク ロ ン 以下の も の を い う 。

2 光化学 オ キ ノ タ ン ト と は 、 オ ソ ン 、 パ ー オ キ ノ ア セチ ル ナ イ ト レ ー ト そ の他の光化字反応 ↓ ｣ よ り 生成 さ れ る 酸化 l生

物質 ( 中 I生 ヨ ウ 化 カ ノ ウ ム 溶液か ら ヨ ウ 素 を遊離す る も の & ‐ 限 り 、 二酸化窒素 を 除 く 。 ) を い う 。

3 ※ : 長期的評価 (年 間 ) と 短期的評価 (条件 と お り ) かあ る も の

※ ※ 年間て汗価す る も の
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4 . 騒音に係る環境基準
1 道路に面す る 地域以外の地域

地 域
時 間 の 区 分

昼間 ( 6 時~ 10 時 ) 夜間 ( 22 時~翌 日 6 時 )

A 及びB 5 5 デシベル以下 4 5 デ シベル以下

C 6 0 デシ ベル以下 5 0 デ シ ベル以下

備考 1 A を 当 て はめ る 地域は 、 専 ら住居の用 本供 さ れ る 地域

2 . B を 当 て はめ る 地域は 、 主 と し て住居の用 も~供 さ れ る 地域

3 C を 当 て は め る 地域は 、 相 当数の住居 と 併せて商業 、 工業等の用 仏供 さ れ る 地域

2 道路 に面す る 地域

地 域 ･
時 間 の 区 分

昼 間 夜 間

A地域の う ち 2 車線 を有す る 道路 に面す る 地域 6 0 デシ ベ ル以下 5 5 デ シ ベ ル以下

B 地域の う ち 2 車線以上の車線を有す る 道路 に面す る

地域及びC 地域の う ち車線 を有す る 道路に面す る 地域
6 5 デ シ ベ ル以下 6 0 デ シベ ル以下

備考 車線 と は 、 1 縦列の 自動車か安全かつ円滑 & 走行す る え め 仏 必要な 一定の幅員 を 有す る 帯状の車線部分を い う

こ の場合本 お い て 、 幹線交通 を報 う 道路 本近接す る 空間 & ‐ つ い て は 、 上表本かかわ ら す 、 特例 と し て下表の基隼

値の欄 仏掲げ る と お り と す る

時 間 の 区 分

昼 間 1 夜 間

7 o ブシ ベル以下 ｣ 6 5 デ シ ベ ル以下
備 考

個別の住居等にお い て騒音の影響 を受けやすい面の窓 を主 と し て 閉め た生活が営 ま れて い る と 認

め ら れ る と き は 、 屋内へ透過す る 騒音に係 る 基準 (昼間 る ‐ あ っ て は 4 5 テ ン ヘ ル以下 、 夜間 r あ っ て は 4 0 ブ

シ ヘ ル以下 ) に よ る こ と がで き る 。

5 ダイ オ キ シ ン類に係る環境基準
(環境基準 、 平成 12 年 1 月 1 5 日 か ら 適用 )

媒 体 基 準 値 測 定 方 法

大 気 0 . 6pg-TEQ/m3 以下

ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム を装着 し た採取筒 を ろ 紙

後段 に取 り 付け たエ ア サ ン プ ラ ー に よ り 採取 し

た 。式料 を 高分解能 ガス ク ロ マ ト グ フ フ 質量分析

計 る こ よ り 測定す る 方法

水 質 1pg- TEQ/1 以下 日 本工業規格K 03 1 2 に定め る 方法

土 壌
1 , 0oopg- TEQ/g
以下

土壌中 に含 ま れ る ダ イ オ キ シ ン 類 を ソ ノ ク ス レ

ー抽出 し 、 高分解能ガス ク ロ マ ト グ フ フ 質量分

析。榊こ よ り 測定す る 方法

※

1 基準値は 、 2 , 3 , 7 , 8 - TCDD の毒性に換算 し た値 と す る 。

2 大気及び水質の基準値は 、 年間平均値 と す る 。

3 土壌に あ っ て は 、 環境基隼が達成 さ れて い る 場合であ っ て 、 土壌中 の ダ イ オ キ シ ン類の量が

250pg- TBQ/g 以上の場合に は 、 必要な 調査 を実施す る こ と と す る 。

備考 1 大気の汚染 る 係 る 環境基隼は 、 工業専用地域 、 車道その他一般公衆か浦常生活 し て い な い地域又は場所ね つ い て は

適用 し な い 。

2 水質の 汚濁 灯 係 る 環境基隼は 、 公共用 水域及び地下水｣つ い て適用す る 。

3 . 土壌の 汚染に係 る 環境基隼は 、 廃棄物の埋立地その他の場所て あ っ て 、 外部か ら 適切 に 区別 さ れて い る 施 。愛 し 土壌

も つ い て は適 用 し な い 。
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資料 5 公害防止管理者等の設置 を 必要 と す る 工場
(平成 1 1 年 4 月 現在 )

特 定 工 場 特 定 工 場 が 。没 置 す べ き 公 害 防 止 管 理 者 等

区分 特 定 ユ 場 特定工場 の規模
公害防止管

理者 の 種類

公害防止

統 括 者

公 害 防 止

主任管理者

爛篠n頬分礎箱隊止揚u
有害物 質 を 排 出 す

る

施 設 を 設 置 し て い

る

エ場

排 出 ガ ス 量

4 万 N m 3 / 時以上

大気 関係 第 1 種

公害防止管理者

常時使用 す る

従業 員 が 2 1 人

以上 の工場 に

設置

排 出 ガ ス

4 万 N m 3 /時

以上 で か つ

排 出 水量

1 万 m 3 / 日

以上 の 工場 に

設置

排 出 ガ ス 量

4 万 N m 3 / 時未満

大気関係 第 2 種

公害 防止管理者

上 。己 以外の 工場 で

排 出 ガ ス 量

1 万 N m 3 / 時以 上

の工場

排 出 カ ス 量

4 万 N m 3 / 時以上

大気関係 第 3 種

公害 防止管理者

排 出 ガ ス 量

4 万 N m 3 / 時未満

大気関係 第 4 種

公害防止管理者

椚燃n対質稼濁随止揚u
有 害 物 質 を 排 出 す

る

施 設 を 設 置 し て い

る

エ場

排 出 水量

1 万 m 3 / 日 以上

水質関係 第 1 種

公害防止管理者

排 出 水量

1 万 m 3 / 日 未満

水質関 係 第 2 種

公害防止管理者

上 。己 以外の 工場 で

排 出 水量

1 千 m 3 / 日 以上

の 工場

排 出 水量

1 万 m 3 / 日 以上

水質 関 係 第 3 種

公害 防止管理者

排 出 水量

1 万 m 3 / 日 未満

水質関 係 第 4 種

公害 防止管理者

騒音関係
騒音規制法 に 基つ く 指定地域 に お い て

機械 プ レ ス ( 呼 び加圧能力 か 1 0 0重量
t 以 上 の も の ) 又 は 鍛造機 ( 落 下部分

の 重量 か 1 t 以 上 の ハ ン マ ー ) を 設置

し て い る 工場

騒音 関 係公害

防 止 管 理 者

-枌 関

じ

股 ん 係

大気汚染 防止法 の 対 象 と な る 一般粉 じ

ん発生施設 を 。没置 し て い る 工場

一般枌 じ ん 関 係

公害防止管理者

特粉関

じ

定 ん 係

大気 汚染防止法 の 対象 と な る 特定粉 じ

ん 発生施設 を 設置 し て い る 工場

特定枌 じ ん 関 係

公害 防止管理者

振動関係
振動規制法 に 基つ く 指定地域 に お い て

夜圧 プ レ ス ( 矯正 プ レ ス を 除 く も の と

し 、 呼 び加圧 能力 が 3 0 0重量 t 以 上 の

も の ) 、 機械 プ レ ス ( 呼 び加 圧能力 か

1 0 0重量 t 以 上 の も の ) 又 は 鍛造機

( 落 下部 分 の 重量か 1 t 以 上 の ハ ン

マ ー ) を 。受 置 し て い る 工場

振動 関 係公害

防 止 管 理 者
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資料 6 公害関係事犯検挙状況 (平成 1 0 年 中 )

法冷さn署別
廃 棄
物 処
理

水 濁
法

砂 利
採 取
法

河 川
法

と 畜
場法

自 然
公 園
法

漁 業
法等

海 岸
法

へ い

獣 処
理 場
法等

自 然
環, 境
保 全
条例

合計 前年
同期

件 人 件 件 人 件 人 件 人 件 人 件 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

岩美 2 2 O O 2 2 1 14

鳥取 6 7 O O 6 7 7 6

郡家 3 3 O O 3 3 4 4

智頭 O O O O O O O O

浜村 1ユ 14 O O T上 11 14 14

倉吉 2 2 O O 2 2 2 2

八橋 2 4 O O 2 4 3 2

米子 増｣ 14 O O 1 1 9 1 2

境港 O O O O O O 2 2

溝 ロ 4 5 1 2 5 7 O O

黒坂 O O O O O O 2 2

合計 2 1 2 5 1 2 22 2 7

前年
同期

26 2 7 5 5 3 1 3 2

公害苦情取扱い状況 (平成 1 0 年 中 )

ゼミ鼬 大気汚染 水質汚濁 土壌汚染
搦

地盤沈下
悪臭 廃棄物 その他 合計

受理件数 6 22
‘

2 8

措置別

。舌合い あ っ せ ん

警告 ･ 指導 2 2

検挙 22 2 2

他機関通報

措置不能 4 4

そ の他

前年苦 情受理件数 3 2 2 7 3 2

( 資料 県警本部 )
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資料 7 年度別公害苦情種類別受理件数

" を

　 　

き き
　

年度別公害苦情種類別受理件数

90 “ ゞ

80 国 大気汚染
70 目 水質汚濁
60 翔 騒音
50 皿 振動

40 図 悪臭
圏 土壌汚染

図 その他

　　 　　 　 　 　　　　　　　　　　　
H8 日 1 0

一 1 1 2 -

H 4 H 5 H 6 H 7 H 8 H 9 H 1 0

大気汚染 1 3 9 1 4 2 5 2 8 5 2 7 7

水質汚濁 1 9 2 5 1 7 2 7 4 3 2 6 2 3

騒音 1 8 1 2 3 1 2 0 3 6 2 1 1 5

振動 2 11一 6 4 1 5 3

悪臭 1 9 2 2 3 2 3 2 3 2 3 0 2 0

土壌汚染 O O O O 1 O O

そ の他 6 1 6 0 4 2 44 4 7 4 1 6 5

計 1 3 2 1 2 9 1 4 2 1 5 2 1 8 8 1 7 5 2 0 3



資料 8 I SO 1 4 00 1 認証取得事業所一覧 ( 県内 )

所在地 会 社 名 業 種 登録 日

倉吉市 オム ロ ン倉吉 (株) 電気機械 1 9 9 7/9/2 9

米子市 松下電器産業 (株 )

モリ社情報機器モー タ事業部 、

ナシ ョ ナルマ イ ク ロモー タ (株 )

電気機械 1 9 9 7/ 1 2/ 1 9

鳥取市 鳥取三洋電機 (株 )

LCD事業部 ･ LED事業部

電気機械 1 99 7/ 1 2/2 2

鳥取市 鳥取三洋電機 (株 )

LCD事業部 ･ LED事業部

一般機械 1 9 9 7/ 1 2/24

鳥取市 リ コーマ イ ク ロエレ ク ト ロ ニ ク ス (株 ) 電気機械 1 99 8/2/6

鳥取市 鳥取三洋電機 (株 ) フ イ フテッ ク事業本部

( テガ 三洋工業 (株 ) 吉方工場含む )

電気機械 1 9 9 8/2/ 1 6

岩美郡 三洋エ ナ ジ ー 鳥取 (株 ) 電気機械 1 9 9 8/2/24

鳥取市 日 立金属 (株 ) 鳥取工場 電気機械 1 9 9 8/9/24

鳥取市 鳥取 日 本電産 (株 ) 電気機械 1 9 9 8/ 1 0/2

倉吉市 日 本圧着端子製造 (株 )

西倉吉工場 ･ 倉吉工場 三朝工場

電気機械 1 9 9 8/ 1 2/9

八頭郡 因幡環境整備 (株 ) 廃棄物処理業 1 9 9 8/ 1 2/2 5

鳥取市 コ ク ヨ 事務用 品工業 (株 ) 鳥取工場 そ の他の製造業 1 9 9 9/2/2 6

鳥取市 鳥取電機製造 (株 ) 電気機械 1 99 9/34 0

米子市 王子製紙 (株 ) 米子工場 紙パ ル プ 1 9 9 9/ 1 0/22

※ ( 財 ) 日 本規格協会 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 転載
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資料 9 環境関係用語の解説

【 ア 行 】

ISO 14000 シ リ ー ズ

非政府組織の 国際機関 ( 国際標準化機構 ) が発行 し た規格の う ち 環境管理

監査 に 関 す る 一連の 国際規格 を い う 。

こ の 中核を な す のが 、 I SO 1 4 0 0 1 (環境マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム ) で あ る

ア イ ド リ ン グス ト ッ プ

地球温暖化防止や大気汚染防止 を 目 的 と し て 、 自 動車の停車中 に エ ン ジ ン を 不

必要 に ア イ ド リ ン グ (空転 、 無負荷回転 ) す る こ と を 自 粛す る こ と を い う

赤潮 ･ ア オ コ (青粉 )

水中 に プ ラ ン ク ト ン が異常発生 し 、 そ の た め に水の色が赤みがか っ た色 (赤潮 )

や緑色 ( ア オ コ ) に 変 わ る 現象の こ と 。

悪臭物質

ア ン モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン そ の他の不快な 臭い の原 因 と な り 、 生活環境

を そ こ な う お そ れの あ る 物 質 で悪臭防止法施行令 に定め る 2 2物 質 を い う 。 ( ア ン

モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素 、 硫化 メ チ ル 、 ト リ メ チ ル ア ミ ン 、 二硫

化 メ チ ル 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 、 ス チ レ ン 、 プ ロ ピ オ ン 酸 、 ノ ル マ ル酪酸 、 ノ ル マ

ル吉草酸 、 イ ン 吉草酸 、 プ ロ ピ オ ン ア ル デ ヒ ド 、 ノ ル マ ル ブチ ル ア ル デ ヒ ド 、 イ

ン ブチ ル ア ル デ ヒ ド 、 ノ ル マ ルバ レ ル ア ル デ ヒ ド 、 イ ソ バ レ ル ア ル デ ヒ ド イ ン

ブ タ ノ ー ル 、 酢酸エチ ル 、 メ チ ル イ ン プチ ル ケ ト ン ト ル エ ン キ シ レ ン )

ア ジ ェ ン ダ21

1 9 9 2年 開催の地球サ ミ ッ ト ( 環境 と 開発 に 関 す る 国連会議 ) で採択 さ れた環境

と 開発 に 関 す る リ オ 宣言の 。者原則 を 実行す る た め の行動計画で 、 大気保全 、 森林 、

砂漠化 、 生物多様性 、 海洋保 。蔓 、 廃棄物対策等の具体的問題 に つ い て の プ ロ グ ラ

ム が示 さ れ る と と も に 、 そ の実施の た め の資金 、 技術移転 、 国 際機構 、 国際法の

あ り 方 に つ い て規定 さ れて い る 。

ア メ ニ テ ィ ( Amen i t y )

私達-の生活環境 を 構成す る 自 然や施設 、 歴史的 、 文化的伝統 な どが互い に他 を

活か し 合 う よ う に バ ラ ン ス が と れ 、 そ の 中 で生活す る 私達人間 と の 間 に真の 詞和

が保た れ て い る 場合 に生ず る 好 ま し い感覚 を い う
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l 亜硫酸ガス ( soリ ー
硫黄酸化物 ( Sox ) の 中 で二酸化硫黄 の こ と を い い 、 石炭や石油 を 燃焼す る こ

と に よ り 発生す る 。 色 は な く 、 刺激臭の強い気体で呼吸器 を 刺激 し 喘息の発生

を促進 し た り 、 植物 を 枯 ら し た り す る こ と があ る

I 硫黄酸イヒ物 ( so x ) l
刺 激臭 の 強 い腐蝕性の あ る 有害 な 硫黄 ガ ス の こ と で 、 亜硫酸 ガ ス ( S0 2 ) の ほ

か に 無水硫酸 ( S0 3 ) 等があ る 大気汚染防止法施行令で ばい煙 中 の硫黄酸化物

の量が規制 さ れ て い る

I 一酸化炭素 l
炭素含有物が不完全燃焼 し た と き に発生す る 無色 、 無臭の ガス で 、 主 な発生源

は 自 動車排気 ガス と い わ れ る 。 体内 に吸入 さ れ る と 、 血液 中 の ヘモ グ ロ ビ ン と 結 -

びつ き 酸素 の補給 を 妨げ貧血 を 起 こ し た り 中枢神経 を 麻痺 さ せ た り す る

- 上乗せ基準 上乗せ条例 l
ばい煙又 は排出水の排出 の規制 に 関 し て 、 法で定め た 一律の基凖又 は排出基準

に代 え て適用 す る も の と し て 都道府県知事が条例で定め る よ り 厳 し い基準 を

い う 。

l エ コ シ ョ ッ プ制度 l
ごみ の 減量化や リ サ イ ク ル に積極的 に取 り 組む小売店 を 認定 し 県民 と 事業者の協力

に よ る ごみ の 減量化 リ サ イ ク ル の推進 を 目 指 し た制度 を い う

l エ コ ツ ー リ ズ ム ー
自 然 の仕組み や動植物 の生態 、 又 は地域独 自 の文化の理解の た め そ れ ら の観

察 な い し体験 を 目 的 と し た旅行の こ と を い う

- エ コ マ ー ク 商品 I
財 団法人 日 本環境協会が認定 し た 、 再生資材利用 製品 な ど環境 に配慮 し た商 品

で あ り 、 1 9 9 8年 1 2 月 現在で 2 , 7 1 1 の 商 品が指定 を 受 け て い る

l ss ( suspended so l i d ) -
水 中 の 浮遊物質の こ と で 水の 濁 り の 原 因 と な る 空 中 の浮遊物質 に は粉 じ ん

ばい煙等の語 を 使 う 。

l MSDS 化学物質安全性デー タ シ ー ト Ma t e r i a l s a f e t y Da t a shee t ) ｣
化学物 質 ご と に 有害性 を は じ め と す る 物質性状や そ の安全な取扱い方法等 を ま

と め た も の で 、 化学品 の メ ー カ ー が作成 し 、 ユ ー ザー企業 に伝達 さ れ る 。 MSDSが

実施 さ れ る こ と で PRTR対象物質 の成分情報が末端ユ ー ザー ま で提供 さ れ る よ う

に な る
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l 胖N (最確数 M獺 p rob ab l e Numbe r ) ｣な

　

J i

大腸菌群の数 を 確率論的 に算出 す る 方法 、 水 中 の大腸菌群数は 通常 こ の方法

で表わ さ れ る 。

- オ ゾ ン層破壊 l
オ ゾ ン 層 は地上お お よ そ 20kmか ら 40km に 存在 し 、 太陽光 に含 ま れ る 紫外線の う

ち 有害 な も の の大部分 を 吸収 し て い る 。 こ れが フ ロ ン ガ ス に よ っ て破壊 さ れ る こ

と に よ り 地上 に届 く 有害紫外線量が増加 し 八の健康や生態系 な ど に悪影響が生

じ る お そ れがあ る 。

I 温室効果ガス ｣
大気 中 に含 ま れ る 二酸化炭素 、 メ タ ン 、 亜酸化窒素 、 フ ロ ン な どの気体 に は 、

太陽光線 を 素通 り さ せ る 一方 、 地表か ら 宇宙 に放出 さ せ る 熱の 一部 を 吸収 し て地

表 を 暖め る 働 き があ る

1 【 力 行 1 I

l 化石燃料 !
石炭 、 石油 、 天然 ガス 等の古代生物が堆積 し て分解 し て で き た燃料 を い っ

1 環境影響評価 (環境ア セ ス メ ン ト ) ｣
各種開発行為 の実施 に先立 ち 、 そ れが大気 、 水質 、 生物等環境 に 及ぼす影響 に

つ い て 調査 、 予測 。増価 を 行い必要 な環境配慮 を 実施す る こ と を い う

l 環境会計 -
事業者の環境保全活動が どの よ う に行 わ れて い る か 、 ま た 、 い か な る 効果 を あ

げて い る か を 把握す る た め の ツ ー ル で あ る 。 最近企業 に お け る 取組が進 ん でお り

い く つ か の地方 自 治体 に お い て も 研究が行わ れて い る 。

I 環境管理計画 l ‘
地方公共団体が大気 、 水質 、 自 然環境 な ど を 将来 に わ た り 守 り 適切 に利用 し

て い く た め 策定す る 計画で あ る 。

こ の計画 に は 、 望 ま し い 地域環境の あ り 方 、 そ れ を 実現す る た め の基本的 な 方

策 、 そ の 方策 を 具体化す る 手順 な どが示 さ れ る 。

I 環境管理 環境監査 l
メ 環境管理 (環境マ ネ ジ メ ン ト ) と は 組織の経営管理 に 関 し 、 環境方針 ･ 計画

を 設定 し て 、 実行 、 点検 、 是正す る と い う 一連の管理体系の こ と を い い こ の た

め の体制 手続 き 等 を 環境マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム ( EMS ) と い う
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環境監査 と は 、 事業活動が環境 に与 え て い る 影響 を 従来の公害対策 を 越 え た

幅広 い範囲で定期的 に 評価 、 査定す る こ と を い う

I 環境基準 ｣
環境基本法 に基づ き 政府が設定す る 、 人の健康 を 維持 し 、 及 び生活環境 を保全

す る 上で維持 さ れ る こ と が望 ま し い基準 。 大気の汚染 、 水質汚濁 土壌汚染及 び

騒音 に つ い て環境基準が定め ら れて い る 。

I 環境負荷 -
人 の活動 に よ っ て 、 環境 に加 え ら れ る 影響 を い う 。 例 え ば 、 廃棄物 の焼却や化

石燃料の燃焼 に よ っ て二酸化炭素が発生 し 大気環境 に影響 を 及 ぼす よ う な 場合

を 二酸化炭素負荷 と い う 。

l 環境ホ ルモ ン ( 内分泌か く 乱化学物質 ) l
近年 、 環境 中 に存在す る い く つ か の化学物質が、 動物 の体内 の ホ ル モ ン 作用 を “

か く 乱す る こ と を 通 じ て 、 生殖機能 を 阻害 し た り 、 悪性腫瘍 を 引 き 起 こ す な どの

悪影響 を 及 ぼ し て い る 可能性があ る と の報告が科学者等 に よ っ て な さ れ て い る

こ の よ う な 作用 を 持つ化学物質が内分泌か く 乱化学物質で あ る

- 環境 ラ ベル ( エ コ ラ ベ ル ) l
製品等が環境 に与 え る 影響 に 関す る 属性情報 を ラ ベ ル の形で表示す る こ と に よ

り 、 製 品 の差別化 を 行 う も の 。 我が国 で の一例 と し て エ コ マ ー ク があ る

L 環境 リ ス ク ー
人 の活動 に よ る 環境への負荷が環境中 を 通 じ 、 人や生態系 に有害 な影響 を 及 ぼ

す可能性 を 示す概念の こ と を い う (影響の大 き さ × 発生の不確か さ ) で 。平価 。

グ リ ー ン購入

環境への負荷の少 な い商品 や サ ー ビ ス を 優先 し て購入す る こ と を い う

l グ リ ー ン ツ - リ ズ ム l
緑豊か な 自 然や美 し い景観等 、 都会 に は な い ゆ と り と 安 ら ぎ を 得 る た め に 農

村 に ゆ っ く り 滞在す る こ と を 目 的 と し た旅行の こ と を い う

! 経済的 (負担、 助成 ) 措置 l
人 の 活動 に伴 う 環境への負荷 を 低減す る た め 、 環境 に係 る 税や 。賭敷金 を 。鍬ナ負

荷の増大 に伴 う 活動 を 抑制 し た り 、 低利融資や税制上の優遇措置 を 設 け て負荷の

低減 に資す る 活動 を 誘導す る 措置 を い う 。

- 健康項 目 I
水質汚濁物質 の 中 で人の健康の保養 に 関 す る 項 目 と し て環境基準が定め ら れ て

い る 項 目 を い い 現在 カ ド ミ ウ ム 等26物質が定め ら れ て い る
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I 県 自 然環境保全地域 ｣
原生的 な 森林 な ど優れ た 自 然環境 を 維持形成 し て い る 区域 に つ い て 、 県が ｢鳥取県 自

然環境保全条例 ｣ に 基づ き 指定す る 地域 を 指 し て い る

l 光化学オ キ シ ダ ン ト ｣
自 動車の排気 ガ ス な ど に 含 ま れ て い る 窒素酸化物 と ガ ス 状の炭化水素が太陽光

線の紫外線の も と で化学反応 を お こ し 、 生成 さ れ る 酸化性の強 い物質 の総称 。 こ

の オ キ シ ダ ン ト は オ ゾ ン を 主体 と し 、 ス モ ッ グ を 形成 し 、 目 がい た い 、 “ せ き

こ む " “ 呼吸が苦 し い " な どの症状 を 引 き お こ す 。

コ ･ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム
　

lがる 頼 ま
ガ ス あ る い は石油 と い っ た燃料 を 燃や し て発電 を 行 う と 同 時 に 発生す る 廃熱

も 冷暖房や給湯 に利用 す る エ ネ ル ギー供給 シ ス テ ム を い っ

　 　 　 　 　コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ン ト

し尿 と 生活排水 を 各家庭や 団地等か ら 管路 に よ っ て 収集 し 処理す る 整備規模

が1 0 1 人以上 3 万人未満の施設 を い っ 。

l 【 サ行 】 l

- 最終処分場 ｣
一般廃棄物及び産業廃棄物 を 埋立処分す る の に必要 な場所及び施設 ･ 。鮒蒲 の総

体 を い う 。 産業廃棄物処分場 に は 、 安定型 (廃 プ ラ ス チ ッ ク 等 ) 管理型 ( 汚 で

い等 ) 、 し ゃ 断型 (有害物質 を 含む廃棄物 ) があ る

l 里 地 ｣
国 の環境基本計画で は 国土空 間 を 、 山 地 、 里地 、 平地 、 沿岸地域 に分 け て お り

人 口密度が低 く 、 森林率がそ れ ほ ど高 く な い地域 を 指 し て い る 。

こ の地域で は 、 元来の 自 然 を 生か し つ つ耕作地 、 集落等 の多様 な 機能が形成 さ

れ人間活動 と 自 然 の 調和 の観点か ら 模範 と な る 地域で あ る

l 砂漠化 ｣
土地の持 っ て い る 生物生産能力 が減 っ た り 、 破壊 さ れ て 、 終わ り に は砂漠 の よ

う な 状況 に な る こ と を 指 し て い る 。 こ の影響 は 地球上の 陸地の約 4 分の 1 の 土

地並び に世界人 口 の約 6 分の 1 の 人 々 に 及 ん で い る と い わ れて い る

1 酸性雨 l
化石燃料の使用等 に よ っ て発生す る 硫黄酸化物や窒素酸化物等の影響 に よ っ て

発生す る 酸性の強い ( PH5 6以下 ) の 雨 を い う
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L COD 化学的酸素要求量 chem i c a l oxyg卸 Demand ) ｣
湖 沼 や海域の有機物 に よ る 汚濁 の程度 を 示す も の で 、 水 中 の汚濁物質 を 酸化剤

で化学的 に酸化す る と き に 消費 さ れ る 酸素量 を い い 数値が高い ほ ど汚れが大 き

い こ と を 示 し て い る 。

自 然海岸L 自 然海 岸 . “ ‘ I
海岸線の 人工的 な 改変 ( 護岸 、 埋立 、 浚 せつ等 ) が行 わ れ て い な い 自 然 の状

態 を 保 っ た 海岸 を い う 。 自 然海岸 は 優れ た風景 を 構成 し レ ク リ エ ー シ ョ ン の

場 と し て古 く か ら 利用 さ れ て い る

l 社 叢 ｣
神社の森の こ と を い う

L 浄化槽 ｣
水洗 し尿 を 沈で ん分離あ る い は微生物 の作用 に よ る 腐敗又は酸化分解等の方 ;去

に よ っ て 処理 し 、 そ れ を 消毒 し 、 放流す る 施設 を い う 。 水洗 し尿の み を 処理す る

施設 を 単独浄化槽 、 水洗 し尿及 び生活難排水 (厨房排水 、 洗 た く 排水等 ) を 一緒

に処理す る 施設 を 合併浄化槽 と い う

振動 レベル

振動の加速度 レ ベ ル に振動感覚補正 を 加 え た も の で 、 単位 と し て は 、 デ シ ベ ル

( dB ) が用 い ら れ る 通常 振動感覚補正 回路 を も つ公害用振動計 に よ り 測定 さ

れ る 。

L 森林施業 I
目 的 と す る 森林 を 造成 し 、 維持す る た め の造林 、 保育 間伐 、 伐採等の 。者行為

を 組み合わせ た森林の取扱い を す る こ と

L GIS ( ジ ー ア イ エス ) l
地理情報 シ ス テ ム の 略 。 各種の電子情報 を 、 コ ン ピ ュ ー タ 上で地図情報 と 一元

的 に管理 し 、 地 図 に乗せ て表示す る こ と がで き る シ ス テ ム

L 持続可能 な 開発 ( sus t a l nab l e Dwe l o血卸t ) l
将来 の 世代 の ニ ー ズ を 満 た す能力 を損 な う こ と な く 現在の世代 の ニ ー ズ を 満 た

す こ と を 意味す る 。 す な わ ち 、 地球環境が有限で あ る こ と 、 人 間 も 地球生態系 の

一員 で あ る こ と を 認識 し 、 そ の 限 ら れ た環境の 中 で 人 々 の 生活の 質 的改善 を 継

続的 に達成 し て い こ う と す る こ と で あ る

l 水源かん養 ｣
森林が有 し て い る 公益的機能 の 一つ で あ り 、 樹木及 び地表植生 な ど に よ り 、 降

雨 、 融雪水の地下浸透 を 助長 し 併せて流 出量 を 平準化 し 渇水の緩和 を す る 森

林の理水機能 の こ と
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I 水準点 -
土地 の標高 を 表す標石で 、 水準測量の基準 と し て 用 い ら れ て い る 。 地盤の変動

状況 を 測定す る に は こ の水準点 を 用 い 標高 の変化 を 精密水準測量 に よ っ て測

り 、 変動 を 出 す 。

I 生活環境項 目 l
水質汚濁物質 の 中 で生活環境 に悪影響 を 及 ぼす お そ れの あ る も の と し て 環境基

準 に定め ら れ た項 目 を い い 現在pH 、 D0 、 BOD 、 COD 、 SS 、 大腸菌群数 、 油分等 、

全窒素 、 全燐が定め ら れ て い る 。

な お 、 水質汚濁防止の排水基準 に は こ の ほ か に 、 窒素含有量 、 燐含有量 フ ェ

ノ ー ル類 、 銅 、 亜鉛 、 鉄 、 マ ン ガ ン ク ロ ム 弗素が加 え ら れ て い る

- 生態系 -
食物連鎖 な どの生物 間 の相互関係 と 、 生物 と 無機的環境の 間 の相互作用 を 総合 ふ

的 に捉 え た 、 生物社会の ま と ま り を 示す概念。

l 生物生息空間 ( ビ オ ト ー プ) l
特定 の生物群集が生存で き る よ う な 、 特定の 条件 を 備 え た均質 な あ る 限 ら れ た

生物生息空間 を い う 。 具体的 に は 、 池沼 、 湿地 、 草地 、 里 山林等があ る 。

- 生物多様性 I
陸上及び水系生態系 に お け る 生物 の異変性で あ っ て 種内 (個体群 遺伝子 )

種間 ･ 生態系 の多様性 を 含む概念で あ る

I 精密水準測量 -
最 も 精度の高 い水準測量で 、 地盤沈下や地殻変動等の 調査の た め に 実施 さ れ る 。

精密 レ ベ ル と 精密標尺 を 用 い 、 誤差がで き る だ け消去 さ れ る よ う に 又 、 最 も 小

さ く な る よ う な 測定方法が と ら れて い る 。

　 　 　 　 　 　 　ゼ ロ エ ミ ツ ン ョ ン

産業活動 に伴 う 廃棄物等 に 起 因 す る 環境負荷 を で き る 限 り ゼ ロ に 近づ け る た

め 、 産業 に お け る 生産等の工程 を 再編成 し 廃棄物 の発生 を 抑 え た新た な循環型

産業 シ ス テ ム の構築 を 目 指す こ と

l 騒音 レベル l
J I S に 規定 さ れ る 騒音計で測定 し て得 ら れ る ホ ン 、 又 は dB ( デ シ ベ ル ) 数で あ

る 、 騒音の大 き さ を 表す も の で あ る 。 一般 に は 騒音計の聴感補正回路A 特性で測

定 し だ値 を ホ ン 又 は dB ( A ) で表す 。 騒音 の規制基準等 は すべ て 騒音 レ ベ ル に よ

る
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I 総量規制 ｣
一定の地域内 の汚染 (濁 ) 物 質 の排出総量 を 環境保全上 。午容で き る 限度 に と ど

め る た め 、 工場等 に対 し 汚染 (濁 ) 物 質 。午容排出量 を 割 り あ て て 、 こ の量 を も っ

て規制す る 方法 を い う 。 個 々 の発生源 に対す る 従来の規制 の み で は地域全体 と し

て 、 健全 な 生活環境 を 維持す る こ と が困難 な場合 に そ の解決手段 と し て総量規

制の方式が と ら れ て い る

I 【 タ イテ 1 ｣

I ダ イ オ キ シ ン類 I
ダ イ オ キ シ ン 類 と は 、 有機塩素化合物の ポ リ 塩化 ジベ ン ゾパ ラ ジ オ キ シ ン ( PC ｣

DD ) と ポ リ 塩化 ジベ ン ゾ フ ラ ン (PCDF ) 及 び コ ブ ラ ナ ー ポ リ 塩化 ビ フ ェ ニ ル ( C◇

‐PCB ) の 総称で あ る 。

ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 塩素 と 有機物が熱で反応す る 過程で発生 し 、 塩素 の数や つ

く 位置 に よ っ て PCDD は 7 5種類 、 PCDFは 1 3 5種類 、 Co-PCB は 十数種類があ る

( こ れ ら の う ち 毒性があ る と 見 な さ れて い る の は 29種類 。 )

l 大腸菌群数 -
大腸菌群 は 、 人 間又 は動物 の排泄物 に よ る 水の汚染指標 と し て 用 い ら れ て い る

細菌で あ る 。 大腸菌 に は温血動物の腸内 に生存 し て い る も の と 、 草原 や畑 な どの

土 中 に生存 し て い る も の があ る が 一括 し て大腸菌群 と し て測定 し て い る

l 多 自 然型=づ く り l
水辺 を 多様 な 生物 の生息空 間 の核 と し て位置付け で き る だ け 自 然 に近 い形で

の 川 づ く り を い う 。

WECPNL

( う る さ さ 指数 We i gh t ed Equ i va l en t Con t i nuou s Pe rc e i ved No i s e Leve l )

航空機騒音の う る さ さ を 表す指数 と し て 用 い ら れ る 。 こ れ は 、 1 日 の航空機騒

音 レ ベ ル の平均 と 時 間帯 ご と に 重みづけ さ れ た飛行 回数か ら 算定 さ れ 、 航空機の

総騒音量 を 評価する 単位で あ る

I 地球温暖化 l
大気 中 に は 、 地球か ら 放出 さ れ る 熱 を 封 じ 込め る 性質 を も っ た二酸化炭素 、 メ

タ ン 、 フ ロ ン 、 亜酸化窒素 な どの ｢温室効果 ガ ス i が含 ま れ て い る 。

｢地球温暖化｣ と は こ れ ら が増 え す ぎ て 大気や地表 に と ど ま る 熱 も 多 く な り

地球が温 ま る こ と
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l 地球温暖化防止京都会議 l
1 9 9 7年 1 2 月 、 地球温暖化防止 に 向 け 、 先進国か ら 出 さ れ る 温室効果ガス の削減

目 標等 を 討 。義す る た め京都で 開催 さ れた 国際会議 。

こ の 会議 に お い て 、 ｢京都議定書｣ が と り ま と め ら れ 、 日 本 は 、 1 9 9 0年比で 2 008年

か ら 20 1 2年 に 6 % の削減 を 求め ら れ る こ と と な っ た 。

l 地球環境問題 l
次の いずれか を 満 た す環境問題の こ と 。

一つ は 、 被害 、 影響が-国 内 に と ど ま ら ず 、 国境 を 越 え 、 ひ い て は 地球規模 に

ま で広がる 環境問題で あ り 、 一つ は 、 先進国 も 含め た 国際的 な取 り 組みが必要 と

さ れ る 開発途上国 に お け る 環境問題で あ る 。

現在 、 こ の よ う な観点か ら 地球環境問題 と し て は 、 地球温暖化、 オ ゾ ン層破壊、

酸性雨 、 熱帯林の減少 、 海洋汚染、 有害廃棄物の越境移動 、 野生生物の種の減少

砂漠化 、 開発途上国の公害問題の 9 つ が取 り 上げ ら れて い る

l 窒素酸イヒ物 (Nox ) l
石油 、 ガス 等燃料の燃焼 に伴 っ て発生 し 、 大気中 に は 主 と し て 一酸化窒素 (NO )

と 二酸化窒素 ( N0 2 ) が存在 し 、 主 な発生源 は工場 、 自 動車等 で あ る 。 窒素酸化

物 は人の呼吸器や ね ん膜 に影響 を 与 え る だ け で な く 光化学ス モ ッ グ の原 因物質の

一つ で あ る 。

L 中 間処理 l
廃棄物 の最終処分 に先だ っ て行 わ れ る 人為的 な操作等 を い い 、 廃棄物 を 安全か

つ安定 し た状態 に変化 さ せ る 、 又 は廃棄物 を 減量化す る 目 的で行 わ れ る 主 な 方

法 と し て は 、 焼却 、 中和 、 溶融 、 脱水 、 破砕 、 圧縮等があ る

l TEQ (毒性等量 T饉 i c Equ i va l en t s ) l
種類 に よ っ て 異 な る ダ イ オ キ シ ン 類の毒性 を 評価す る 場合 、 一番強 い 2 , 3 , 7 , 8 -

TCDD の 毒性 を 1 と し て換算 し 数値の後 ろ にTEQ と 加 え て表現す る

l 低公害車 l
従来の ガ ソ リ ン 車や デ ィ ー ゼ ル車 に比べ て 、 排出 ガス 中 の大気汚染物質 の量や

騒音が大幅 に少 な い電気 自 動車 、 メ タ ノ ー ル車 、 天然 ガス 車 、 ハ イ ブ リ ッ ド車 の

こ と を い う 。

I TDI (耐容一 日 摂取量 To l e rab l e Da n y In t ake ) l
ダイ オ キ シ ン 類 を 人が生涯 に わ た っ て継続的 に 摂取 し た と し て も 健康 に影響 を

及ぼす お そ れがな い 一 日 当 た り の摂取量で2 , 3 , 7 , 8 -TCDD に換算 し て表 し た も の を

い う 。 一時的 に こ の値 を 多少超過 し て も 健康 を損 な う も の で は な い 。 ダ イ オ キ シ

ン 対策 関係 閣僚会議で 当面の値 と し て 八の体重 1 kg当 た り 4 pg と 設定 さ れ た 。
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テ ト ラ ク ロ ロ エチ レ ン

主 に ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ等の用途 に使用 さ れ る 人工的 に生成 さ れた有機塩素系

の化合物 の 一つ で あ り 近年 、 地下水汚染の原 因物質 と し て 全国 的 に 問題 と な

っ て い る 。

L D0 ( 溶存酸素 D i s s o l ved oxygen ) ｣
水 中 に 溶 け こ ん で い る 酸素の量の こ と 。

永 の 自 浄作用 や水 中生物の生存 に は 欠 く こ と の で き な い も の で き れい な 河川

水中 に は普通 1 1 中 に 7 ~ 1 4mg程度あ る が 有機物の流入量が多 く な り 汚濁が

進行す る と そ れ ら に消費 さ れ て 減少す る

I 都市公園 l
都市計画 で定め ら れ た公 園 緑地等 で 国 又 は 地方公共 団体が設置す る も の 。 J

｢緑｣ と ｢ オ ー プ ン ス ペ ー ス ｣ を 同 時 に確保 し 、 災害発生時の避難場所 、 ス ポ ニ

ツ 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 文化活動 な ど県民 に憩 い の場 を 提供す る 重要 な都市空間

で あ り 、 公園 の 設置 目 的や利用形態 に応 じ て 14種類 に分類 さ れ る

ト リ ク ロ ロ エチ レ ン

金属部品洗浄 、 半導体製造工程等で使用 さ れ る 人工的 に生成 さ れた有機塩素系

の化合物の一つ で あ り 近年 、 地下水汚染の原 因物質 と し て 全国的 に 問題 と な

っ て い る

I 【 ナ イテ 1 1

75%値

BOD ( COD ) の水質測定結果の 百平価方法の一つ で あ り 、 水質環境基準 の適否 の判定

な ど に 利 用 さ れ る 。 全デ ー タ を 小 さ い 方か ら 並べ た と き に 、 ( デ ー タ 数 × 0 . 7 5 )

番 目 の値 を い う 。 こ れ は 河川 の低水流量 ( 1 年 を 通 じ て 2 7 5 日 は こ れ よ り 低下 し

な い流量 ) に お け る 水質 を 表 し て い る

L をヘ キサ ン抽出物質 (油分 ) I
動植物油脂 、 脂肪酸 、 ワ ッ ク ス 、 グ リ ー ス 、 石油系炭化水素 な ど油分の総称で

あ る 。 海水や工場排水 な ど を n‐ヘ キ サ ン で抽 出 し n‐ヘ キ サ ン 可溶性物質 と し て

定量 し て mg/ 1 で表す 。

I N m 3 ( ノルマ ル立方 メ ー ト ル ) l
( 1 ) 気体 は 、 圧力 と 温度 に よ り 体積が変化す る 。 こ の た め 、 気体の量の比較 を

行 う 場合 に は 圧力 と 温度 を 同 じ 条件 に し て お か な け ればな ら な い
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( 2 ) N m; ( Normal m: の略) は 、 圧力 1 気圧 、 温度 0 ℃ の状態 ( こ れ を 標準状態

と い う 。 ) に お け る 気体の体積 を m3で表 し た 単位 で こ れ に よ り 気体の量 の比較

が可能 と な る 。

( 3 ) 温度 J ℃ 、 圧力 P 気圧 の状態 に お け る 気体の体積 を V 1 m3 と す れ ば 標準

状態 に お け る 体積 V 2 N m3 は 次の式 に よ っ て与 え ら れ る

273 × P X V
V =

J 十 273

l 【 ハ イテ 1 1

- ばい煙 l ふ ぞ
燃料そ の他の物 の燃焼等 に よ り 発生す る 硫黄酸化物 、 ばい じ ん及 び有害物質の

総称で あ る 。 ばい じ ん と は ボ イ ラ ー や電気炉等か ら 発生す る 、 すす や 固体粒子 を

い い 、 有害物質 と は物 の燃焼 、 合成 、 分解等 に伴 っ て発生す る カ ド ミ ウ ム 塩素 、

弗素 、 鉛 、 窒素酸化物等の 人の健康又は生活環境 に有害 な物質 を い う

PRTR (環境汚染物質排出 ･ 移動登録)

Po l l u t an t Re l e as e and Tran f e r Re s i s t e r

事業者が規制 ･ 未規制 を 含む潜在的 に有害 な 幅広 い物質 に つ い て 、 環境媒体 (大

気 、 水 、 土壌 ) 別 の排出量 と 廃棄物 に含 ま れ て の 移動量 を 自 ら 把握 し 、 何 ら か の

形で集計 し 、 公表す る も の 。 国 際的 に導入が推奨 さ れて お り 我が国 に お い て も

政府が国会 に制度化法案 を 提出 し て い る

L 火格子面積 I
焼却炉等の ごみ層 、 火層 に接 し て 乾燥 、 燃焼等 を 行 わせ る 火床部分 を 火格子 ( ロ

ス ト ル ) と い い 、 こ の水平投影面積 を 火格子面積 と い う 炉 の大 き さ を 代表す る

寸法 と し て よ く 使 わ れ る 。

l BOD (生物化学的酸素要求量 B i ochem i ca l oxygen Demzmd) l
河川 水等 の有機物 に よ る 汚濁 の程度 を 示す も の で 、 水の 中 に含 ま れ て い る 有機

物が微生物 に よ っ て酸化分解 さ れ る 時 に 消費 さ れ る 酸素 の量 を い い 数値が高い

程有機物 の量が多 く 汚れが大 き い 。

L PCB( ポ リ 塩化 ビ フ ェ ニ ル ) I
有機塩素系化学物質で 、 不燃性で熱 に 強 く 、 絶縁性 に す ぐれ て い る 。 カ ネ ミ 油

症事件等PCB被害が問題 と な り 現在我が国 で は製造 を 中 止 さ れ 、 使用 も 限定 さ

れて い る
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I pH (水素 イ オ ン濃度) I
溶液 中 の水素 イ オ ン 濃度 を 示す尺度で 、 PH値が 7 の と き を 中性 、 こ れ よ り 数値

の高 い場合 を ア ル カ リ 性 、 低い場合 を 酸性 と い う

- ppm l
ご く 微量 の 物質 の濃度や含有率 を 表す の に使 わ れ 、 % が 1 0 0分の 1 を い う の に

対 し ppmは 1 00万分の 1 を 意味す る 例 え ば 、 空気 1 m3 中 に 1 cm3 の 物質が含 ま れ て

い る 場合 、 あ る い は 、 水 1 kg 中 に 1 mg物 質が溶解 し て い る よ う な 場合 、 こ の物 質

の濃度 を 1 ppm と い う 。 ppm よ り 微量 の濃度 を 表す場合 に は ppb ( 1 0億分の 1 ) p

p t ( 1 兆分の 1 ) も 用 い ら れ る 。

な お 、 “ #ま 百万分の 1 g n蝕ま 1 0億分の 1 g pgは 1 兆分の 1 g で あ る

l 富栄養化 I
湖水 中 の窒素や リ ン 等 の栄養塩類濃度が高 く な り 赤潮や ア オ コ な どの発生の

原 因 と な る プ ラ ン ク ト ン が発生 し やす く な る 現象 を い う

l 複 層 林 l
人工更新 に よ り 造成 さ れ 、 樹齢 樹高 の異 な る 樹木 に よ り 構成 さ れ た森林の総

称 。

- 浮遊粒子状物質 l
大気 中 に 浮遊す る 粒子状物質で あ っ て そ の粒径が1 0 ミ ク ロ ン 以下の も の を い

つ o

I フ ロ ン l
フ ッ 素 と 炭素の化合物の総称で 、 洗浄剤 、 冷蔵庫 な どの 冷媒 、 発泡剤 に使用 さ

れ て い る 。 フ ロ ン に は 、 オ ゾ ン 層 を 破壊す る 力 の 強 い CFC ( ク ロ ロ フ ル オ ロ カ ー

ボ ン 、 特定 フ ロ ン ) や そ の代替物質 と し て のHFC 、 HCFC等 の種類があ る

ベ ン ゼ" ン

水 に 溶 け に く い無色 の水 よ り 軽 い揮発性の 液体で 、 有機溶剤 に溶 け る 。 飲み込

ん だ り 、 蒸気 を 吸収す る と 疲労 、 め ま い 、 意識喪失等 を 起 こ す 。 発 ガ ン 性 を 疑わ

れて い る 主 な 用途 は 染料 、 合成 ゴム 等で あ る がガ ソ リ ン 中 に も 含 ま れ て い る

I 【 マ行 1 I

I メ ー . - -マ ニ フ ェ ス ト

｢積み荷 目 録｣ の こ と 。 産業廃棄物 を 業者 に委 。モ処理す る 場合 、 確実 に そ の業

者 に届 く よ う 積み荷 目 録 を 作成 し 適正 に処理 さ れ た こ と を 確認す る
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L モ ー ダル シ フ ト -
二酸化炭素の排出量が多 い ト ラ ッ ク に 過度 に依存 し た貨物輸送 を よ り 輸送効

率の 良い鉄道や海運 な どの輸送機関 に転換す る こ と

f 藻 場 -
大型海藻類や海藻の群落 を 藻場 と い い 、 多 く の小動物等のすみか と な る だ け で

な く 魚介類の産卵 、 生育 の場 と な っ て い る 。

l 【 ヤ行 1 1

I 有害大気汚染物質 l
低い濃度で あ っ て も 長期 的 な 摂取 に よ り 健康影響が生ずる お そ れの あ る 物質で

大気の汚染の原 因 と な る も の を い い 、 該当 す る 可能性の あ る 物質 と し て 234種類 ぐ

そ の う ち 特 に優先的 に対策 に取 り 組むべ き 物質 (優先取組物質 ) と し て ベ ン ゼ ン

等の 22種類が リ ス ト ア ッ プ さ れ て い る

I 【 ラ 行 1 ｣

l ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト l
製品 の生産設備か ら 消費 、 廃棄の全て の段階 に お い て 、 製品が環境 に与 え る 負

荷 を 総合的 に 評価す る 方法 を い う 国際標準化機構 ( I S O ) に お い て も 国際標

準化の作業が進め ら れ て い る
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